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人
間
以
外
で
も
鳴
声
や
動
作
で
意
思
疎
通
す

る
動
物
は
多
数
存
在
す
る
が
、
そ
れ
ら
の
動
物

と
比
較
し
て
人
類
が
異
常
に
発
展
し
た
原
因
は

文
字
を
発
明
し
、
時
間
と
空
間
を
超
越
し
て
意

思
疎
通
を
可
能
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
人
間
が
発
明
し
た
言
語
は
数
千
種
類
に
も
な

り
、
そ
れ
を
表
記
す
る
文
字
は
約
四

0
0
種
類

が
存
在
し
て

い
る
が
、
現
在
も
使
用
さ
れ
て
い

る
文
字
は
六

0
種
類
程
度
で
、
書
籟
や
新
聞
で

使
用
さ
れ
る
文
字
は
二
八
種
類
で
し
か
な
い
。

し
か
し
現
在
の
社
会
で
は
使
用
さ
れ
て
い
な

い
が
、
古
代
の
遺
跡
な
ど
に
記
録
さ
れ
、
後
世

に
発
見
さ
れ
た
文
字
も
世
界
に
は
多
数
存
在
す

る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
発
見
さ
れ
た
当
時
は
解
読

で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
言
語
学
者
や
場
合
に

よ
っ
て
は
素
人
の
努
力
に
よ
っ
て
解
読
さ
れ
た

文
字
も
多
数
あ
る
。
以
下
に
紹
介
す
る
の
は
遺

跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
読
解
で
き
な
い
古
代
の
文

字
に
挑
戦
し
、
そ
の
解
読
に
成
功
し
た
偉
人
た

ち
の
物
語
で
あ
る
。

ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ

エ
ジ
プ
ト
の
古
代
王
朝
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
は

じ
め
多
数
の
石
像
の
建
物
や
彫
像
を
建
造
し
て

き
た
。
そ
の
表
面
に
刻
字
さ
れ
た
図
形
文
字
の

一
種
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
は
四
世
紀
頃
ま
で
は
使
用

さ
れ
た
事
例
が
あ
る
が
、
以
後
は
途
絶
え
て
読

一
図lロセッタス トーン

解
不
能
に
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
十
八
世
紀

の
最
後
に
エ
ジ
プ
ト
遠
征
を
し
た
ナ
ポ
レ
オ
ン

の
軍
隊
が
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
近
郊
の
ロ
ゼ
ッ

タ
で
堡
塁
を
建
造
し
て
い
た
と
き
に
素
晴
ら
し

い
岩
石
を
発
見
し
た。

発
見
場
所
か
ら
「
ロ
ゼ

ッ
タ
ス
ト
ー
ン
」
と

名
付
け
ら
れ
た
縦

―
―
四
セ
ン
チ
、
横
七
ニ
セ

ン
チ
の
岩
石
の
表
面
の
上
段
に
は
ヒ
エ
ロ
グ
リ

フ
（
神
聖
文
字
）
、
中
段
に
は
デ
モ
テ
ィ
ッ
ク

（
民
衆
文
字
）、
下
段
に
は
ギ
リ
シ
ャ
文
字
が
刻

字
さ
れ
て
お
り
（
図
1
)、
同

＿
内
容
が

三
種

の
文
字
で
記
録
さ
れ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
、
何

人
も
の
学
者
が
読
解
で
き
る
ギ
リ
シ
ャ
文
字
を

参
照
し
て
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
と
デ
モ
テ
ィ
ッ
ク
の

読
解
に
挑
戦
し
た
が
成
功
し
な
か
っ
た
。

そ
こ
に
登
場
し
た
の
が
一
七
九

0
年
生
ま
れ

の
J
I
I
F
・
シ
ャ
ン
ポ
リ
オ
ン
で
、
十
代
で
十
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世
界
四
大
文
明
を
代
表
す
る
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア

文
明
は
テ
ィ
グ
リ
ス
と
ユ

ー
フ
ラ
テ
ス
の
両
河

が
北
西
か
ら
南
東
に
流
下
す
る
地
域
に
紀
元
前

四

0
0
0年
頃
に
発
生
し
た
が
、
そ
こ
で
使
用

さ
れ
て
い
た
の
が
楔
形
文
字
で
、
岩
壁
に
刻
字

さ
れ
た
り
、
粘
土
板
に
道
具
で
押
印
し
て
記
録

さ
れ
て
い
た
。
現
在
ま
で
に
発
見
さ
れ
た
最
古

の
記
録
は
ウ
ル
ク
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
紀
元
前

三
三

0
0年
頃
の
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
に
四

0

万
枚
以
上
の
粘
土
板
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
古
代
文
字
の
解
読
に
最
初
に
挑
戦
し
た

の
は
ド
イ
ツ
の
高
校
教
師
で
言
語
学
者
の

G
.

F

・
グ

ロ
ー
テ
フ
ェ
ン
ト
で
、
一
八

0
二
年
に

古
代
ペ
ル
シ
ャ
帝
国
の
帝
都
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
の

碑
文
の
楔
形
文
字
が
二
人
の
古
代
の
帝
王
の
名

前
で
あ
る
と
判
読
し
た
。
し
か
し
当
初
は
大
学

が
論
文
を
受
領
せ
ず
、
よ
う
や
く
一
八
二

0
年

楔
形
文
字

カ
国
語
以
上
を
習
得
し
、
古
代
言
語
に
つ

い
て

論
文
を
発
表
し
て
い
た
語
学
の
天
才
で
あ
る
。

口
ゼ
ッ
タ
ス
ト
ー
ン
の
発
見
直
後
か
ら
解
読
に

挑
戦
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
表
意
文
字
で
は
な
く
表

音
文
字
で
あ
る
こ
と
を
見
抜
き
、
三
十
三
歳
に

な
っ
た
一
八
二
二
年
に
解
読
に
成
功
し
、
結
果

を
論
文
と
し
て
発
表
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
古
代

エ
ジ
プ
ト
の
文
化
が
大
幅
に
解
明
さ
れ
た
。

図2ベヒス トウン碑文

図3エヴァンズの発見した線文字Bの粘土板

頃
に
な

っ
て
解
読
し
た
内
容
が
正
解
で
あ
る
と

認
定
さ
れ
、
現
在
で
は
楔
型
文
字
の
解
読
を
先

導
し
た
学
者
と
さ
れ
て
い
る
。

通
信
技
術
が
発
達
し
て
い
な
か

っ
た
当
時
は

学
術
情
報
が
簡
単
に
は
流
通
せ
ず
、
イ
ギ
リ
ス

の
優
秀
な
オ
リ
エ
ン
ト
学
研
究
者
の

H
.
C
.

ロ
ー
リ
ン
ソ
ン
が
バ
グ
ダ
ッ
ド
に
駐
留
す
る
こ

と
に
な
り
、
グ
ロ
ー
テ
フ
ェ
ン
ト
の
業
績
を
入

手
す
る
こ
と
な
く
独
自
に
研
究
に
没
頭
し
、
一

八
三
五
年
に
イ
ラ
ン
西
部
の
岩
山
の
中
腹
に
彫

刻
さ
れ
た
ダ
レ
イ
オ
ス

一
世
の
業
績
を
顕
彰
す

る
ベ
ヒ
ス
ト
ウ
ン
碑
文

（図

2
)
の
楔
形
文
字

地
中
海
と
エ
—

ゲ
海
の
境
界
に
位
置
す
る
ク

レ
タ
島
は
四
国
の
半
分
程
度
の
面
積
で
、
紀
元

前
三
十
世
紀
か
ら
二
十
世
紀
に
か
け
て
の
ミ
ノ

ア
文
明
の
時
代
に
は
島
内
に

一
0
0以
上
の
都

市
国
家
が
存
在
し
た
。
そ
の
中
心
都
市
イ
ラ
ク

リ
オ
ン
の
郊
外
に
あ
る
ク
ノ
ッ
ソ
ス
宮
殿
を

一

九

0
0年
に
発
掘
調
査
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
考
古

学
者
A

・
エ
ヴ

ァ
ン
ズ
は
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
の
よ

う
な
聖
刻
文
字
と
線
文
字

A
と
線
文
字

B
が
記

線
文
字

B

の
解
読
に
成
功
し
た
。
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録
さ
れ
た
粘
土
板
を
発
見
し
た

（図

3
)
。

ェ
ヴ
ァ
ン
ズ
は
ま
ず
線
文
字
B
を
解
読
し
よ

う
と
し
、
東
側
に
あ
る
キ
プ
ロ
ス
島
で
使
用
さ

れ
て
い
た
キ
プ
ロ
ス
文
字
と
関
係
が
あ
る
と
推

定
し
て
キ
プ
ロ
ス
島
で
調
査
を
す
る
が
、
解
読

で
き
な
い
ま
ま
死
亡
し
た
。
そ
れ
を
継
承
し
た

の
が
ア
メ
リ
カ
の
古
典
学
者
A
・
コ
ー
バ
ー
で

あ
る
。
彼
女
に
よ
っ
て
線
文
字

B
の
構
造
は
か

な
り
解
明
さ
れ
た
が
解
読
ま
で
に
は
到
達
せ
ず
、

完
全
に
解
読
し
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
の

M
・
ヴ
ェ

ン
ト
リ
ス
で
あ

っ
た。

少
年
時
代
の
一
九
三
六
年
に
教
師
に
引
率
さ

れ
て
エ
ヴ
ァ
ン
ズ
主
催
の
ミ
ノ
ア
文
明
の
展
覧

会
場
を
見
学
し
た
と
き
に
エ
ヴ
ァ
ン
ズ
に
出
会

い
、
文
字
が
解
読
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認

し
た
ヴ
ェ
ン
ト
リ
ス
は
解
読
に
挑
戦
す
る
よ
う

に
な
り
、

一
九
五
三
年
に
成
功
し
た
。
三

0
0

0
年
以
前
も
過
去
の
記
録
が
現
代
に
浮
上
し
た

の
で
あ
る
が
、
残
念
な
こ
と
に
内
容
は
王
宮
の

細
々
と
し
た
記
録
で
し
か
な
か
っ
た
。
線
文
字

A
は
現
在
で
も
解
読
さ
れ
て
い
な
い
。

中
米
の
ユ
カ
タ
ン
半
島
に
は
紀
元
前
八

0
0

0
年
頃
か
ら
マ
ャ
文
明
が
発
生
し
て
お
り
、
紀

元
前
三

0
0年
頃
か
ら
マ
ャ
文
字
と
名
付
け
ら

れ
る
文
字
が
使
用
さ
れ
て
い
た
（
図
4
)。
ス

マ
ャ
文
字

ペ
イ
ン
が
一
帯
を
侵
略
し
は
じ
め
た
十
六
世
紀

前
半
に
は
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
し
ば
ら
く
し

て
忘
却
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
こ
で
十
九
世
紀
後

半
に
カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭
の

C
.
E
.
B
・
ド

・

ブ
ー
ル
ブ
ー
ル
が
解
読
し
よ
う
と
努
力
を
開
始

し
た
が
、
成
功
し
な
か

っ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
に
な
り
、
遺
跡
か
ら
発

見
さ
れ
た
碑
文
は
解
読
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の

言
語
の
構
造
な
ど
は
次
第
に
解
明
さ
れ
て
い
っ

た
。
ま
ず
一
九
五
二
年
に
ソ
ビ
エ

ト
の
言
語
学

者

Y
・
ク
ノ
ロ
ゾ
フ
は

一
部
を
解
明
し
た
と
い

う
論
文
を
発
表
し
た
が
、
当
時
は
米
ソ
対
立
時

図4マヤ文字

ル
ー
ン
文
字

代
の
最
中
で
あ
っ
た
た
め
、
ア
メ
リ
カ
の
学
会

の
中
心
人
物
の

E
・
ト
ン
プ
ソ
ン
は
間
違
い
だ

と
批
判
し
、
多
数
の
学
者
も
追
随
せ
ざ
る
を
え

な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

し
か
し
一
九
七

0
年
代
に
な

っ
て
、
ア
メ
リ

カ
の
言
語
学
者
F
・
ラ
ウ
ン
ズ
ベ
リ
ー
が
現
代

の
マ
ヤ
語
族
の
言
語
を
研
究
す
る
と
と
も
に
古

代
の
マ
ャ
文
字
も
並
行
し
て
研
究
し、

ク
ノ

ロ

ゾ
フ
の
解
釈
が
妥
当
で
あ
る
と
支
持
し
た
。
さ

ら
に
八

0
年
代
に
な
る
と
解
読
は
急
速
に
進
展

し
、
ア
メ
リ
カ
の
考
古
学
者
M
.
D
・
コ
ウ
は

一
部
の
例
外
は
あ
る
も
の
の
、
マ
ャ
文
字
の
八

五
％
は
読
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
と
発

表
し
て
い
る
。

紀
元
一
世
紀
頃
か
ら
現
在
の
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ

ア
半
島
か
ら
北
部
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
ゲ
ル

マ
ン
民
族
が
使
用
し
て
い
た
文
字
が
ル
ー
ン
文

字
で
、
ア
ル
フ

ァ
ベ
ッ

ト
と
ほ
ぼ
同
数
の
二
四

文
字
で
構
成
さ
れ
る
が
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の

よ
う
に
大
文
字
小
文
字
の
区
別
は
な
い
。
発
明

の
経
緯
は
不
明
で
あ
る
が
、
中
部
か
ら
東
部
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
初
期
の
ル
ー
ン
文
字
の
記
録
が

発
見
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の

一
帯
が
発
祥
地

域
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

発
明
の
由
来
に
つ
い
て
確
定
し
た
見
解
は
存
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在
し
な
い
が
、
南
方
の
ギ
リ
シ
ャ
文
字
や
北
部

イ
タ
リ
ア
文
字
を
参
考
に
し
て
、
自
分
た
ち
の

ゲ
ル
マ
ン
語
系
の
言
葉
に
適
合
す
る
よ
う
に
変

更
し
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ

ア
諸
国
で
は
中
世
後
期
ま
で
使
用
さ
れ
、
そ
れ

ら
の
地
域
に
は
ル
ー
ン
文
字
で
刻
字
さ
れ
た
石

碑
が
五

0
0
0
ほ
ど
発
見
さ
れ
て
い
る
し

（図

5
)
、
ル
ー
ン
文
字
が
刻
印
さ
れ
た
硬
貨
も
何

種
か
発
行
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
北
欧
諸
国
で
は
八
世
紀
頃
か
ら
二
四

文
字
の
字
数
を

一
六
文
字
に
減
少
さ
せ
た
北
欧

ル
ー
ン
文
字
も
作
成
さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
で
は
北
方
か
ら
伝
達
さ
れ
た
ル
ー
ン
文
字

と
南
方
か
ら
伝
達
さ
れ
た
ロ
ー
マ
文
字
が
混
在

し
、
そ
の
証
拠
と
し
て
両
方
の
文
字
が
刻
字
さ

れ
て
い
る
指
輪
な
ど
が
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、

1
0六
六
年
に
ノ
ル
マ
ン
民
族
が
イ
ン
グ
ラ
ン

鴫

図5ルーン文字の石碑

中
国
古
代
の
紀
元
前
十
六
世
紀
か
ら
紀
元
前

十

一
世
紀
に
存
在
し
た
中
国
最
古
の
王
朝
と
さ

れ
る
殷
朝
の
時
代
に
登
場
し
た
亀
甲
や
牛
骨
に

刻
字
さ
れ
た
亀
甲
獣
骨

（甲
骨
）
文
字
は
世
界

最
古
の
漢
字
で
、
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
漢
字

の
初
期
の
形
態
と
さ
れ
る
。
当
初
は
甲
骨
に
灼

熱
し
た
金
属
を
接
触
さ
せ
て
、
そ
の
割
目
に
よ

っ
て
吉
凶
を
判
断
し
て
い
た
が
、
紀
元
前
十
三

世
紀
に
な
る
と
、
そ
の
判
断
の
内
容
を
甲
骨
に

刻
字
す
る
よ
う
に
な

っ
た
（
図

6
)
。

後
世
、
甲
骨
は
漢
方
医
薬
の
原
料
と
し
て
売

買
さ
れ
、

一
八
九
九
年
に
当
時
の
文
部
長
官
で

お
う
い
え
い

金
石
学
者
の
王
紘
恥
栄
が
持
病
の
マ
ラ
リ
ヤ
治
療

の
た
め
薬
屋
か
ら
薬
剤
を
購
入
し
た
と
こ
ろ
、

甲
骨
文
字

ド
を
征
服
し
て
以
後
、
ル
ー
ン
文
字
は
使
用
さ

れ
な
く
な
っ
た
。

甲
骨
で
あ
っ
た
た
め
研
究
を
開
始
し
た
と
い
う

噂
話
が
波
及
し
、
殷
朝
の
首
都
の
あ

っ
た
小
屯

に
数
万
の
人
々
が
盗
掘
に
到
来
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
こ
で
政
府
は
一

九
二
八
年
に
研
究
機

関
を
設
立
し
て
約
二
万
五

0
0
0字
の
甲
骨
文

字
を
発
掘
収
集
し
た
。

こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
古
代
文
字
は
現
代
で
は

使
用
さ
れ
て
い
な
い
た
め
解
読
は
困
難
で
あ
っ

た
が
、
中
国
で
は
現
代
で
も
漢
字
が
使
用
さ
れ

て
お
り
解
読
は
容
易
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
九

四
九
年
の
中
華
人
民
共
和
国
の
建
国
以
後
は
文

字
改
革
が
進
行
し
、

一
九
五
六
年
の

「漢
字
簡

化
方
案
」
に
よ
り
漢
字
自
体
を
簡
単
に
す
る
と

と
も
に
日
常
使
用
す
る
字
数
を
大
幅
に
削
減
し

た
。
漢
字
習
得
が
容
易
に
な
る
一
方
、
何
千
年

間
の
文
化
の
基
礎
が
消
滅
し
た
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
ま
で
過
去
に
解
読
さ
れ
た
六
種
の
古
代

文
字
を
紹
介
し
た
が
、
世
界
に
は
イ
ン
ダ
ス
文

字
、
ビ
ブ
ロ
ス
文
字
、
オ
ル
メ
カ
文
字
、
サ
ポ

テ
カ
文
字
、

ロ
ン
ゴ
ロ
ン
ゴ
な
ど
現
在
で
も
解

読
さ
れ
て
い
な
い
文
字
は
多
数
存
在
す
る
。
こ

れ
ら
を
解
読
す
る
こ
と
は
消
滅
し
た
民
族
の
世

界
を
理
解
す
る
以
上
に
、
人
間
以
外
の
動
物
に

は
存
在
し
な
い
過
去
の
世
界
を
認
識
す
る
と
い

う
意
味
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
古
代
文

字
の
解
読
は
亜
要
な
学
問
で
あ
る
。
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